
あ
る
。
何
事
も
紙
一
重
で
幸
、
不
幸
は
隣
合
わ
せ
だ
。
自
分
の

原
隊
は
、
前
に
も
述
べ
た
が
、
満
州
佳
木
斯
一
二
四
部
隊
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
全
滅
し
て
い
る
。
自
分
は
予
備
士
官
学
校
で
教

育
中
の
た
め
助
か
っ
た
。
ま
た
、
運
の
強
い
戦
友
は
、
終
戦
直

前
の
二
十
年
春
、
本
土
防
衛
軍
に
転
属
に
な
り
本
土
の
土
を
踏

み
、
内
地
で
終
戦
を
迎
え
た
者
も
い
た
。
だ
が
、
当
初
千
三
百

人
だ
っ
た
隊
員
の
う
ち
、
生
き
て
い
た
者
は
、
転
属
者
た
ち
を

含
め
て
も
、
百
八
人
と
わ
ず
か
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
率
だ
っ

た
。残
り
少
な
い
人
生
は
、
戦
友
の
冥
福
を
祈
り
大
切
に
生
き
て

い
き
た
い
。

忘
れ
ら
れ
な
い
抑
留
生
活
　 

岡
山
県
　
三
宅
正
人
　 

一
　
出
生
か
ら
入
隊

１
　
岡
山
県
井
原
市
東
江
原
町
二
六
九
五
番
地

明
治
四
十
五
年
二
月
二
十
八
日
生

昭
和
五
年
三
月
　
矢
掛
中
学
校
五
年
卒
業

２
　
不
況
時
に
て
就
職
場
所
な
く
撚
糸
工
場
を
始
め
る
。
父
母

弟
妹
五
人
暮
ら
し
。

二
　
ソ
連
軍
侵
攻
前

１
　
満
州
国
新
京
市
厚
生
会
本
部
勤
務
中
、
二
十
年
五
月
十
七

日
、
現
地
召
集
で
白
城
子
北
方
の
ソ
連
国
境
近
く
へ
入
隊
、

銃
帯
及
び
軍
服
等
支
給
さ
れ
る
。

２
　
七
月
こ
ろ
、
旅
順
へ
引
揚
げ
奉
天
都
市
防
衛
に
当
た
る
。

三
　
ソ
連
軍
侵
攻

参
戦
の
報
に
接
し
、
奉
天
市
街
の
道
路
を
掘
り
戦
車
溝
を

作
る
。
四
　
終
戦

１
　
八
月
十
五
日
、
東
北
大
学
講
堂
に
集
合
、
詔
勅
を
聞
く
。

ラ
ジ
オ
の
雑
音
多
く
聴
き
取
れ
ず
。
戦
争
に
負
け
た
の
だ
と

後
か
ら
聞
か
さ
れ
皆
一
度
に
が
っ
か
り
。

２
　
数
日
後
ソ
連
軍
進
攻
、
武
装
解
除
さ
れ
る
。
部
隊
編
成
は

北
支
よ
り
病
人
部
隊
と
し
て
奉
天
移
動
し
て
き
た
部
隊
と
一

緒
で
し
た
。

３
　
ソ
連
の
命
に
よ
り
奉
天
郊
外
の
満
人
部
落
へ
移
動
し
、
し



ば
ら
く
滞
在
す
る
。

五
　
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
旅

１
　
ソ
連
軍
の
命
に
よ
り
、
皇
姑
屯
の
駅
よ
り
千
五
百
人
ほ
ど

の
人
員
で
三
十
両
ほ
ど
の
貨
車
に
乗
り
黒
河
ま
で
輸
送
さ
れ

る
。
監
視
兵
二
名
が
各
貨
車
の
屋
根
に
銃
を
肩
に
し
て
上
っ

て
い
る
。
奉
天
を
出
る
と
き
は
暑
か
っ
た
が
、
大
粒
の
み
ぞ

れ
が
降
り
出
す
。

２
　
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
と
い
う
駅
で
、
貨
車
の
中
の
高

粱
の
袋
の
上
に
乗
り
込
ん
で
列
車
は
走
り
出
す
。
数
日
し
て

バ
イ
カ
ル
湖
が
見
え
て
き
た
。
し
ば
ら
く
停
車
と
伝
令
が
来

る
。
昼
食
の
配
給
が
あ
る
と
の
こ
と
で
飯
盒
を
持
っ
て
湖
岸

に
並
ぶ
。
え
ん
ど
う
豆
を
炊
い
た
物
を
一
杯
く
れ
た
。
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
。

白
樺
の
林
を
後
ろ
に
西
へ
列
車
は
走
る
。

出
発
し
て
一
カ
月
ほ
ど
で
カ
ザ
フ
共
和
国
へ
。

３
　
ジ
ス
ガ
ス
カ
ン
収
容
所
に
到
着

零
下
三
〇
度
の
寒
さ
が
続
く
。
朝
食
と
夕
食
は
高
粱
の
ス
ー

プ
、
昼
食
は
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
、
栄
養
失
調
で
多
数
の
死

者
が
出
る
。

六
　
抑
留
地
の
生
活

１
　
作
業
部
隊
が
決
ま
り
、
煉
瓦
工
場
行
き
と
な
る
。
炊
事
係

と
な
り
高
粱
と
馬
鈴
薯
な
ど
を
受
取
り
に
工
場
へ
行
く
。

２
　
シ
ラ
ミ
発
生
で
衣
服
の
熱
気
消
毒
で
全
滅
し
楽
に
な
る
。

３
　
千
五
百
人
程
度
収
容
さ
れ
て
い
た
。

七
　
労
役

１
　
ジ
ス
ガ
ス
ガ
ン
煉
瓦
工
場
で
一
年
ほ
ど
し
て
、
湖
の
見
え

る
バ
ル
ハ
シ
に
着
く
。
砂
漠
地
帯
と
違
っ
て
、
煙
突
の
見
え

る
町
に
住
宅
が
あ
り
産
業
都
市
で
あ
る
。

２
　
バ
ル
ハ
シ
銅
精
錬
所
内
の
作
業
他
、
大
工
仕
事
、
左
官
仕

事
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
回
さ
れ
る
。

３
　
ノ
ル
マ
達
成
時
は
黒
パ
ン
の
量
が
多
く
な
り
、
達
成
で
き

な
い
と
き
は
小
さ
く
な
る
。

八
　
抑
留
者
の
統
制
管
理
、

１
　
身
体
検
査
に
よ
り
労
役
に
就
く
か
否
か
基
準
に
あ
り
。

２
　
点
呼
作
業
場
の
往
復
は
監
視
付
き
な
が
ら
異
状
な
し
。

３
　
衣
服
等
は
満
州
よ
り
ソ
連
が
持
ち
帰
っ
た
軍
服
支
給
。
厳

寒
時
防
寒
衣
着
用
。

４
　
食
事
類
、
高
粱
、
黒
パ
ン
、
野
菜
、
一
日
三
回
。
空
腹
時
、

ク
ロ
ー
バ
の
根
を
掘
り
茄
で
て
食
す
。



５
　
零
下
三
五
度
以
下
に
な
る
と
休
み
。
囲
碁
な
ど
で
過
ご
し

た
。

６
　
平
屋
建
て
バ
ラ
ッ
ク
、
採
暖
は
ペ
ー
チ
カ
、
幅
二
メ
ー
ト

ル
程
度
の
木
の
寝
台
。

７
　
民
主
化
教
育
は
ナ
ホ
ト
カ
で
二
、
三
回
。

九
　
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
に
お
け
る
意
識

１
　
満
州
へ
残
し
た
妻
と
子
供
の
安
否
を
気
づ
か
い
、
生
き
て

帰
る
こ
と
の
み
念
願
す
る
。

２
　
空
腹
時
、
何
も
食
べ
な
く
て
も
三
十
日
く
ら
い
は
生
き
て

行
け
る
と
我
慢
す
る
こ
と
。

３
　
暖
か
く
な
り
、
ダ
モ
イ
を
予
測
し
て
元
気
で
帰
る
こ
と
。

十
　
帰
国

１
　
バ
ル
ハ
シ
で
帰
還
の
知
ら
せ
を
受
け
る
。

２
　
貨
車
に
乗
り
オ
ム
ス
ク
、
ト
ム
ス
ク
を
通
り
東
へ
約
一
カ

月
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。

３
　
四
五
日
後
、
遠
州
丸
に
乗
船
。

４
　
船
内
は
平
穏
。

５
　
舞
鶴
港
へ
上
陸
、
九
月
十
日
ご
ろ
と
思
う
。

十
一
　
帰
国
後
の
生
活

前
の
勤
務
地
が
新
京
な
の
で
仕
事
な
く
、
老
母
、
妻
、
子
供

と
四
人
暮
ら
し
、
米
の
配
給
の
代
わ
り
に
砂
糖
な
ど
に
て
芋
と

交
換
し
て
、
生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。

ア
ン
グ
レ
ン
の
思
い
出
　 

石
川
県
　
吉
野
藤
吉
　 

（
旧
姓
　
高
山
）
　 

若
い
血
潮
に
燃
え
て
七
ツ
釦
の
予
科
練
へ
。
昭
和
十
九
年
十

二
月
一
日
、
乙
種
二
十
四
期
生
と
し
て
松
山
航
空
隊
に
入
隊
。

南
国
と
は
い
え
身
を
切
る
よ
う
な
海
風
で
初
め
て
凍
傷
に
な
る
。

翌
年
三
月
、
敵
グ
ラ
マ
ン
の
急
襲
を
受
け
、
目
前
五
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
所
に
二
キ
ロ
爆
弾
が
落
ち
た
が
不
発
弾
で
命
拾
い
。
松

山
か
ら
倉
敷
に
移
動
。
六
月
朝
鮮
へ
転
属
命
令
。

忘
れ
も
し
な
い
六
月
十
六
日
門
司
出
港
、
幾
許
も
な
く
黄
昏

迫
る
こ
ろ
、
六
連
沖
で
船
の
後
部
触
雷
と
爆
雷
誘
爆
に
よ
り
、

「
ア
ッ
」
と
い
う
間
に
轟
沈
。
私
は
戦
友
と
二
人
上
甲
板
に
い

て
、
爆
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
腰
を
強
打
し
て
海
へ
「
ド
ブ
ン
」

。

薄
い
板
切
れ
に
す
が
っ
て
二
時
間
ほ
ど
漂
流
、
幸
い
通
り
が
か




